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深�
　みなべ町の自然豊かな美しい海岸、千里の浜や岩代
の浜はアカウミガメの産卵地としても有名で、本州一
の産卵数を誇ります。�
　産卵シーズンである5月から8月上旬にかけてたく
さんのアカウミガメが夜間に上陸し、卵が水に浸って
死んでしまわないように高潮線よりも高地の砂場を選
んで卵を産みつけます。上陸して卵を産み、海へ戻る
まで約2時間の大仕事です。�
　卵は2カ月ほどでふ化し、子ガメたちは夜を待って
海に向かいます。夜は海面が反射して明るいからです。
建物などの人工灯が多い浜では子ガメは方向を誤って
海へ戻れないため、親ガメは本能的に光のある浜を嫌
がり、自然豊かな浜を選ぶのかもしれません。�
　無事に生まれた子ガメたちも小さいうちは鳥や魚の
餌食になることが多く、 1シーズンに成熟体になるの
は1～2匹ぐらいではないかといわれています。�
　ウミガメを守る人たちは、生まれてくるかけがえの
ない小さな命のために安全な環境づくりに活動してい
ます。�

20年以上もウミガメ保護活動を続ける
町ウミガメ研究班の後藤清さん。

青年クラブのウミガメパトロー
ル。夜の浜を見回り、卵が危険
な場所にあると、慎重に掘り返
し、安全な場所に移動させる。


